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1.

佐賀低平地では，有明佐賀空港およびこの幹線道路の建設を主要な契機として，カムクレイモデルの適用

および当該パラメータの検討がなされてきた 1)．当該学術的検討は 1990 年代後半に一つのピークを迎え 2)，

以後は実務に引き継がれて今日に至っているといえる．この間，佐賀低平地においては堆積環境が土質特性

に及ぼす影響に関する検討がなされ，これまでは一様な海成の初生環境を有するとされた軟弱粘土層は非海

成および海成の 2つの初生環境を有する粘土層に 2分されることが明らかになってきている 3)．このような

佐賀低平地における既往の地盤工学的知見に一大転機を迎えた中で，堆積環境の視点を始めとするカムクレ

イパラメータの検討は未解明の課題として残されている 4)．この解決の端緒として，本報では最新の堆積環

境の視点からカムクレイパラメータを検討した結果について

述べる．

2.

本報の検討に用いたボーリング位置を -1に示す．同図中

No.5のボーリング結果を一例として -2に示す． -2の結果

から，当該結果の場合は下位から海成の有明粘土層（aAc）お

よび非海成の蓮池層上部（aHu）に区分され，非海成の上部更

新統に区分される三田川層（dM）に重なる．このような層序

のもとで，圧密非排水三軸圧縮試験（JGS 0523-2009：ひずみ

速度 0.1 %/min）については G.L. 6.0~6.9 m，10.0～10.9 mおよ

び 14.0～14.9 mの各深さで実施されている．
-1 ボーリングの位置
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-2 ボーリング No.5の土性図
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3. 圧縮指数λ，膨張指数κと塑性指数 Ipの

関係 

 本報の対象とした地域の有明粘土層中の粘

性土（以後有明粘土と呼ぶ）は，亀井ら 5)に

よる圧縮指数λと塑性指数 Ipの直線式より上

位にプロットされ，一般的な粘性土に比べ圧

縮性は高いことが再確認される 1)．今では蓮

池層上部に区分される粘性土（以後蓮池粘土

と呼ぶ）もまた，高い圧縮性を示すことが確

認された．他方，膨張指数κの値はほぼ直線

上にプロットされており，有明粘土層・蓮池

層上部の堆積環境の違いを問わず一般的な粘

性土と同様の値を示している． 
 

4. 摩擦定数Μ（ミュー）と塑性指数 Ipの関

係 

 図-4 より，sinφ’の値は Ip の値が増加する

と減少しており，Kenney による直線 6)に比べ

高い値を示している．内部摩擦角φ’はすべり

面の傾きに関与しており，φ’が増加すれば水

平方向の変位は小さくなる．摩擦定数Μは 1.1

～1.5 の範囲にあり，他の粘性土に比べ高い値

を示している．しかしながら，過去に三浦が

求めた佐賀低平地地盤のΜと比較すると全体

的にΜの値が低いといえる．また，蓮池粘土

と有明粘土のΜを比較すると，前者は後者より高い値を示す傾向にある． 

 

5. まとめ 

 本法の検討で得られた知見を要約すると次のとおりである． 

1)本報の対象とした地域の軟弱地盤は高い圧縮性を有し，膨張性は一般的な粘性土と同様といえる． 

2)摩擦係数については Kenney による結果に比べ高い値を示す． 

3)摩擦係数Μについては，既往の知見に比べ低い値を示す．また，蓮池粘土は有明粘土に比べ高い値を示す． 
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図-3 圧縮指数λ，膨張指数κと塑性指数 Ipの関係 
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図-4 摩擦定数Μと塑性指数 Ipの関係 
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